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一目 漱石 



また 正月が 来た。 振り返る と 過去が 丸で 夢の やうに 

ま か とし 

見える。 何時の 間に 斯う 年齢 を 取った もの か 不思議な 

位で ある。 

此 感じ をもう 少し 強める と、 過去 は 夢と して さへ 存 

在し なくなる。 全くの 無に なって しま ふ。 実際 近頃の 

わたくし くわん 

私 は 時々 た > の 無と して 自分の 過去 を 観ずる 事が 

しばく ある。 いつぞや 上野へ 展覧会 を 見に 行った 時、 

公園の 森の 下 を 歩きながら、 自分 は 或 目的 を もって 

さっき か、 いま かつ 

先刻から 足 を 運ばせて ゐる にも 拘 はらず、 未だ 曾て 一 



刹那の 現在から すぐ 過去に 流れ込む ものであるから、 

又 瞬刻の 現在から 何等の 段落な しに 未来 を 生み出す も 

ので あるから、 過去に 就て 云 ひ 得べき 事 は 現在に 就て 

も 言 ひ 得べき 道理で あり、 また 未来に 就いても 下し 得 

つ ひ 

べき 理窟で あると すると、 一生 は 終に 夢よりも 不確実 

な ものに なって しま はなければ ならない。 

斯うい ふ 見地から 我と いふ もの を 解釈したら、 いく 

と し はず 

ら 正月が 来ても、 自分 は 決して 年齢 を 取る 害がない の 

である。 年齢 を 取る やうに 見える の は、 全く 暦と 鏡の 

しわざ その 

仕業で、 其 暦 も 鏡 も 実は 無に 等しい ので ある。 

お ま. 

驚くべき 事 は、 これと 同時に、 現在の 我が 天地 を蔽 



ない。 自分 は 出来る 丈余 命の あらん 限り を 最善に 利用 

したいと 心掛けて ゐる。 

趙州 和尚と いふ 有名な 唐の 坊さん は、 趙州古 仏晚年 

ほっしん い だけ 

発心と 人に 云 はれた 丈あって、 六十 一にな つてから 初 

， J > ろざ きどく 

めて 道に 志 した 奇特な 心懸の 人で ある。 七 歳の 童 児 

まさ すな は 

なりと も、 我に 勝る ものに は 我れ 即ち 彼に 問 はん、 百 

らう をう た 

歳の 老翁な りと も 我に 及ばざる 者に は 我れ 即ち 侘を教 

なんせん 

へんと 云って、 南 泉と いふ 禅 坊さんの 所へ 行って 二十 

年間 倦まずに 修業 を 継続した の だから、 卒業した 時に 

はもう 八十に なって しまったの である。 夫から 趙 州の 

とくど 

観音 院に 移って、 始めて 人 を 得度し 出した。 さう して 



てんとう ろく これ だけ 

自分 は 点頭 録 の 最初に 是 丈の 事 を 云って 置かない と 

気が済ま なくなった。 

一 一 軍国主義 ( 一 ) 

おうしう あるひと 

今度の 欧洲 戦争が 爆発した 当時、 自分 は 或 人から 突 

然 質問 を 掛けられた。 

「何ん な 影響が 出て 来る でせ う」 

さ や う 

「左様」 

ひま も 

自分 は 実際 考 へる 暇 を 有たなかった。 けれども 答へ 

なければ ならなかった。 



「何ん な 影響が 出て 来る か、 来て 見なければ 無論 解り 

ません けれども、 何しろ 吾々 が曰疋 はと 驚ろ くやうな 

目覚ましい 結果 は 予期し にくい やうに 思 ひます。 元来 

こと ないし 

事の 起り が 宗教に も 道義に も 乃至 一 般 人類に 共通な 深 

い 根柢 を 有した 思想な り 感情な り 欲求な りに 動かされ 

どっち 

たもので ない 以上、 何方が 勝った 所で、 善が 栄える と 

わけ どっち しん 

いふ 訳で もな し、 又 何方が 負けた にした 所で、 真が 

いき ほひ かゾ やき 

勢 を 失 ふとい ふ 事に もなら ず、 美が 輝 を 減ずる と 

いふ^; 目に も 陥る 危険 はな いぢゃありません か」 

い しま 

自分 はさう 云 ひ 切って 仕舞った。 さう して 戦争の 展 

開す る 場面が 非常に 広い 割に、 又 それに 要する 破壊的 



のか も 知れない が、 ことに 今度の 戦争 は、 其 仕 懸の空 

お ま ■ ゴ さ "こ： h 

前に 大袈裟な 丈に、 ゃゝ ともす ると 深みの 足りない 裏 

面 を 対照と して 却て 思 ひ 出させる 丈で ある。 自分 は 

常に あの 弾丸と あの 硝薬と あの 毒 瓦斯と それから あの 

にくだん ど 

肉団と 鮮血と が、 我々 人類の 未来の 運命に、 何の 位の 

貢献 をして ゐ るの だら うかと 考 へる。 さう して 或る時 

は 気の毒になる。 或る時 は 悲しくなる。 又 或る時 は 馬 

をり/、 

鹿々々 しくなる。 最後に 折々 は 滑稽 さへ 感ずる 場合 も 

あると いふ 残酷な 事実 を 自白 せざるを得ない。 左様し 

い か す さま 

た 立場から 眺める と、 如何に 凄じい 光景で も、 如何に 

なま そな 

腥 ぐさい 舞台で も、 それに 相応した 内面的 背景 を 具へ 



て 居ない とい ふ 点に 於て、 又 それに 比例した 強硬な 脊 

髄を 有して 居ない とい ふ 意味に 於て、 浅薄な 活動写真 

だの 軽浮な セン セ ー シ ョナル 小説 だのと 択ぶ 所が な い 

やうな 気になる。 たと ひ 殺傷に 参加す る 人々 個々 の 頭 

さくそう ふんきう 

上に は、 千差万別の 悲劇が 錯綜 紛糾して、 時々 刻々 に 

彼等の 運命 を 変化し っゝ あらう とも、 それ は 当座 限リ 

す， き ごじん 

の 影響に 過ない。 永久に 吾人 一般の 内面 生活 を 変色 さ 

せる やうな 強い 結果 は 何処から も 生れて 来ない。 とす 

ると、 今度の 戦争 は 有史以来 特筆大書すべき 深刻な 事 

実で あると 共に、 まことに 根の 張らない 見掛 倒しの 

空々 しい 事実な ので ある。 (つ y く) 



三 軍国主義 (二) 

然しもう 少し 低い 見地に 立って、 もっと 手近な 所 を 

この もたら 

眺める と、 此 戦争の 当然 将来に 齎 すべき 結果 は、 いく 

うち は ひ 

ら でも 吾々 の 視線の 中に 這 入 つ て 来なければ ならない。 

政治 上に せよ、 経済 上に せよ、 向後 解決され べき 諸 問 

ど くら ゐ よこた い 

題 は 何の 位 彼等の 前に 横 はって ゐ るか 分らない と 云 

つても^; い 位で ある。 

そのうち ひ 

其 中で 事件の 当初から 最も 自分の 興味 を惹 いた もの、 

又 現に 惹 きつ、 ある もの は、 軍国主義の 未来と いふ 問 



やうに なった と 仮定したら、 自分 は 何ん な 心 持になる 

だら う、 さう いふ 事実 は 万々 起る |舌 はない の だけれ ど 

も、 たゾ 想像して 見て さへ 堪 へられな いと 附け 加へ て 

どくき よ 

あった。 ギッシングの やうに 独居 を 好む 人 は 特別 だと 

云 ふか も 知れない が、 英国人の 自由 を 愛する 念と 云つ 

ほ とん 

たら、 殆ど 第二の 天性と して 一般に 行き渡って ゐる 

の だから、 強制 徴兵に 対する 嫌悪の 情 は、 誰し もギッ 

その 

シ ングに 譲らな いと 見ても 間違 はな いので ある。 其英 

国で 無理に も 国民 を 兵籍に 入れ やうと する のに は 至大 

を か 

の 困難が あると 思 はなければ ならない。 其 困難 を 冒し 

て 新しい 議案が 持ち出され、 又 其 議案が 過半の 多数に 



因って 通過され たと すると、 現に 非常な 変化が 英国 民 

うち この 

の 頭の 中に 起りつつ ある 証拠になる。 さう して 此 変化 

まっかう かざ 

は 既に 独逸が 真 向に 振り翳して ゐる 軍国主義の 勝利と 

見る より 外に 仕方がない。 戦争が まだ 片付かな いうち 

に、 英国 は 精神的に もう 独逸に 負けた と 評しても 好い 

位の ものである。 (つ ゾく) 

四 軍国主義 (三) 

へきとう パリ— おび や 

開戦の 劈頭から 首都 巴 里 を 脅 かされ やうと した 

フランス はるか この 

仏蘭西 人の 脳裏に は 英国 民よりも 遥 に 深く 此軍 国主 



義 の 影響が 刻み付けら れ たに 違ない。 た y でさへ 何う 

して 独逸に 復謦 してやら うかと 考へ 続けに 考 へて 来た 

いよく かへ つ その 

彼等が、 愈 となると、 却て 其 独逸の 為に 領土の 一 部 

分 を 蹂躪され るば かり か、 政庁 さへ 遠い 所へ 移さな け 

れ ばなら なくなつ たの は、 彼等に 取って 甚だ 痛まし 

その 

い 事実で ある。 其 事実 を 眼前に 見た 彼等の 精神に、 一 

また い 

種の 強い 感銘が 起る の も 亦 必然の 結果と 云 はなければ 

なるまい。 飛行船から 投下され た 爆弾 以外に、 まだ 

すんど この 

寸土 も 敵 兵に 踏まれて ゐ ない 英国に 比較す ると、 此精 

神 的 打撃 は 更に 幾 倍の 深刻 さ を 加へ てゐ ると 見る のが 

まさ 

正に 妥当の 見解で ある。 



不幸に して 強制 徴兵 案の 様に 自分の 想像 を 事実の 上 

で 直接 確め て 呉れる 程の 鮮やかな 現象が、 仏蘭西で 

おくせ つ 

はま だ 起って ゐ ないから、 自分 は 自分の 臆説 を さう 

てぎ は わけ 

手際よ く 実際に 証明す る 訳に 行かない。 けれども 戦争 

の 経過に つれて、 彼等の 公表す る 思想な り 言説な り に 

現れて 来る 変化 を迹 付ければ、 自分の 考 への 大して 

せ 、/ こ | つ 1. こ. 7 ^ > .ItJ しか 

正鵠 を 失 つて ゐ ない 事 丈 は 略 糙 なやう に 思 はれる。 

この あ ひだ ある つい 

此間或 雑誌で 「力」 とい ふ 観念に 就て 独仏 両者 を 比較 

した パラントと いふ 人の 文章 を 読んだ 時、 自分 は 益 

其感を 深く した。 

うち ドイツ 

彼 は 「力」 とい ふ考 への 中に、 独逸 人の 混入した 不 



て 「力」 は 高尚な ものである。 吾々 はもう 権利と 「力」 

と を 対立させる 事を已 めなければ かけない。 権利が な 

くって 負ける の はま だし も だが、 権利が ある 上に 負け 

るの は 二重の 敗北で ある。 最大の 損害で ある。 無上の 

不幸で ある」 

冗漫と 難渋と を 恐れて、 わざ と 大意 丈 を 抄訳した 此 

一 節 を 読んで 見ても、 相手の 軍国主義が 何ん な 風に 仏 

蘭 西の 思想界の 一 部に 食 ひ 入りつ ゝ あるかが 解る だら 

う。 (っゾ く) 

五 軍国主義 (四) 



すると 戦争の まだ 落着 しないう ちから、 年来 独逸に 

よ つ て 標榜され た 軍国 的 精神なる もの は 既に 敵国 を 動 

かし 始めた ので ある。 遠い 東の 果に 住んで ゐる 吾々 の 

視聴 を剌戟 する 位 強く 彼等の 心 を 動かし 始めた ので 

ある。 さう して 此 影響 はたと ひ 今度の 戦争が 片付いて 

も、 容易に 彼等の 脳裏から 拭 ひ 去る 事が 出来ない ので 

ある。 単に 過去の 経験 を 痛切に 記憶すべく 余儀なく さ 

れた 結果と して 拭 ひ 去る 事が 出来ない ばかりでなく、 

未来に 対する 配慮から しても 到底 f 影響 を 超越す る 訳 

に は 行かない ので ある。 



たいたい すべ こと，. Jt- その 

待 対 世界の 凡ての ものが 悉 く 条件つ きで 其 存在 を 

許されて ゐる 以上、 向後に 回復され べき 欧洲の 平和に 

また 

も、 亦 絶対の 権威が 伴って ゐ ない 事 だけ は 誰の 眼に も 

しか その 

明かで ある。 然し 彼等が 其 平和の 必要条件 として、 そ 

れとは 全く 両立し がたい 腕力の 二 字 を 常に 念頭 に 置く 

ベく 強 ひられる に 至って は、 彼等と t 雖も 今更ながら 

天の アイ ロニ ー に 驚かざる を 得まい。 現代に ぎ 謂 列強 

の 平和と はつ まり 腕力の 平均に 外なら ない とい ふ 平凡 

な 理窟 を 彼等 は 又 新しく 天から 教 へられた ので ある。 

土俵の 真中で 四つに 組んで 動かない 力士 は、 外観 上 

しごく き やう い う 

至極 平和 さう に 見える。 今迄 彼等の 享有 した 平和 も、 



実は それ 程に 高価で、 又 それ 程に 苦痛 性 を 帯びて ゐた 

ので ある。 しかも 彼等 は 相撲 取の やうに それ を 自覚し 

てゐ なかった ために 突然 罰せられた。 換言すれば 生 存 

上腕 力の 必要 を 向後 当分の 間 忘れる 事の 出来ない や 

やっつ 

うに 遣 付けられた。 軍国主義が 今迄 彼等に 及ぼした、 

又是 から 先 彼等に 及ぼすべき 影響 は 決して 浅い もので 

はない。 又 短い もので はなから う。 

プロ シャ ドイツ そば 

普 魯西人 は 文明の 敵 だと 叫んで 見たり、 独逸 人が 傍 

にゐ ると 食った 物が 消化れ ないで 困る と 云った リ した 

二 ー チェ は、 偉大なる 「力」 の 主張者であった。 不思 

議 にも 彼の 力説した 議論の 一 面 を、 彼の 最も n| み 悪ん 



だ 独逸 人が、 今 政治的に 又 国際的に、 実行して ゐ るの 

である。 さう して 成 効して ゐ るので ある。 軍国主義の 

精神に は 一 時 的 以上の 真理が 何処かに 伏& して ゐ ると 

さしつ か へ 

認めても 差 支ない かも 知れない。 

しか ここまで 

然し 自分の 軍国主義 に対する 興味 は、 此処 迄 観察し 

て 来る と 其処で 消えて しま はなければ ならない。 自分 

はこれ 以上 同じ 問題に 就いて 考 へる 必要 を 認めない。 

又 手数 も 厭 はしい 気がする。 自分 はもつ と 高い 場所に 

のぼ 

上りた くなる。 もっと 広い 眼界から 人間 を 眺めた くな 

ドイツ か つ だう まう 

る。 さう して 今 独逸 を 縦横に 且 獰猛に 活躍 させて ゐる 

此 軍国主義なる もの を、 もっと 遠距離から、 もっと 小 



さく 観察したい。 

せきら-' 

将来に 於け る 人間の 生存 上 赤裸々 なる 腕力の 発現が、 

お ほじ かけ すな は 

大 仕掛の 準備、 即ち 戦争と いふ 形式 を 以て 世の中に 

起る とすれば、 それ を 解釈す る もの は、 腕力の 発現 そ 

の ものが 目的で 人間が 戦争 をす るので あると する か、 

た すゐ かう やむ 

又は 目的 は 他に あるが、 それ を 遂行す る 手段と して 已 

を 得ず 戦争に 訴 へたの だとし なければ ならない。 然し 

戦争 其 物が 面白く つて 戦争 をした ものが 昔から ある だ 

らう か。 ナポレオンの 様な 此方 面の 天才で すら、 

ようち あさがけ いく 〔かけひき〕 も 

夜 打 朝懸、 軍 さの 懸 引に 興味 は 有って ゐた かも 知れ 

ない が、 た y 戦 ひたいから 戦った の だと は 受け取れな 



識 にあら うと も、 それ を 今 批判す る 余裕 はない が、 と 

にかく 戦争が 手段で ある 以上、 人間の 目的で ない 以上、 

また 

それに 成 効の 実力 を 付与す る 軍国主義なる もの も 亦 決 

して 活力 評価 表の 上に 於て、 決して 上位 を 占むべき も 

のでない 事 は 明かで ある。 

自分 は 独逸に よ つて 今日 迄 鼓吹され た 軍国 的 精神が、 

其 敵国た る英 仏に 多大の 影響 を 与へ た 事 を 優に 認める 

と 同時に、 此 時代錯誤 的 精神が、 自由と 平和 を 愛する 

彼等に 斯く 多大の 影響 を 与へ た 事 を 悲しむ ものである。 

六 トライ チケ ( 一 ) 



欧洲 戦争が 起って から、 独乙 の 学者 思想家の 言論 

を 実際的に 解釈す る ものが 続々 出て 来た。 

〔イギリス〕 しき 

最初 英吉利の 雑誌に は 二 ー チェ とい ふ 名前が 頻りに 

見えた。 二— チェ は 今度の 事件が 起る 十 年 も 前、 既に 

英語に 翻訳され てゐ る。 英吉利の 思想界に あ つて 別に 

あた 〔その〕 

新ら しい 名前で もない。 然し 彼等 は 其 名前に 特別な 

あた つ 【この〕 

新ら しい 意味 を 着けた。 さう して 彼の 思想 を 此 大戦 

争の 影響 者で ある 如くに 言 ひ 出した。 是は 誰の 眼に も 

う つ しば/ \ か へ 【キリスト〕 どれ い 

映る 程 屡 繰り返された。 基 督 の 道徳 は 奴隸の 道徳 

であると 罵った の は 正に 二— チェで あると 同時に、 ビ 



やうと 試みた。 彼の 云 ふ 所に よると、 普魯 西の 軍国 主 

義 はへ— ゲルの 観念論の 結果に 外な らんと いふので あ 

る。 —— 元来 独乙の アイ ヂァ リズム は 観念の 科学で あ 

つて、 其 観念なる ものが 又 大いに 感情的 分子 を 含んで 

ゐる。 文字の 示現 通り 単なる 冥想 や 思索で なくって、 

場合が 許すならば、 ii 時で も 実行 的に 変化す るの みな 

〔ほど〕 

らず、 時として は 侵略的に さへ なり かねない 程 毒々 

しい ものである。 アイ ヂァ リズムが 論議の 援助 を 受け 

て、 主観 客観の 一致 を 発見した が 最後、 こゝに 外界と 

〔しょう へ き〕 

内界の 墙 壁 を 破壊して、 凡て を 吸収し 尽さ なけれ 

S こと 

ば 已 まない 事になる。 アイ ヂァ リズムから 思 ひも 寄 



想 を 基点と して 据ゑ 得る もの は殆ん どな い やうに 思 ふ。 

現代の 日本に 在って 政治 は 飽く迄も 政治で ある。 思 

想 は 又 何 所 迄 も 思想で ある。 一 一 つの もの は 同じ 社会に 

あって、 てんでん ばら/ \ に 孤立して ゐる。 さう して 

相互の 間に 何等の 理解 も 交渉 もない。 たまに 両者の 連 

鎖 を 見出す かと 思 ふと、 それ は 発売禁止の 形式に 於て 

起る 抑圧 的な ものば かりで ある。 山陽の 日本 外史が 維 

新の 大業に 醱酵 分と なって 交り 込んだ の は、 例外 中の 

例外で、 しかも それ は 明治 大正 以前の 事実に 過ぎない。 

日本の 思想家が 貧弱な の だら うか。 日本の 政治家 の 眼 

界が 狭い の だら うか。 又は 西洋の 批評家の 解釈に 誇張 



が 多過ぎる の だら うか。 自分 は 三つと も 否定す る 訳に 

行く ま い と 思 ふ。 さう して 其 内 で 西洋の 批評家 の 誇張 

が 一 番 少ない と 思 ふ。 (つ > く) 

七 トライ チケ (一一) 

もし トライ チケの 名が 二— チェ やへ —ゲルと 同じ 意 

ひきあ ひ 

味に 於て 此 戦争の 引合に 出るならば、 自分 は 少なく と 

〔これ だけ〕 こと あたま 

も是丈 の 事 を 頭 のうちに 入れて 置く 方が 便利 だと 

考 へる。 さう すれば 大した 困難と 誤解な しに、 現下 

独乙 に 於る 彼の地 位が、 比較的 明瞭に 想像され 得る 



つて 命令す るが 如き 態度で、 詩の やうな 哲学、 又 哲学 

の やうな 詩 を 絶叫し はしなかった。 無論へ ー ゲル 程 神 

くち 

秘の 雲のう ちに 隠れて 弁証の 稲妻 を 双手に 弄する 人で 

ある 

はなかった。 彼 は 最初から 確実に 地上 を 歩いて ゐた。 

のみならず 彼の 眼界 は 狭い 独乙 によって 東西南北 共 

に 仕切られて ゐた。 従って 今更 新ら しく 彼 を 翻訳す る 

必要 もなければ 又し やうと した 所で 其 余地 もない ので 

ある。 た > 当時の 彼 を 当時の 儘 引き延ばして、 今の 戦 

争に 連続 させさへ すれば、 それで 両者の 関係 は 可な り 

判然す るので ある。 自分 はわ ざと 両者の 関係と 云った。 

実は 彼が 今次の 大戦 争に 及ぼした 影響と 云 ひたいので 



あるが、 それ は 二 ー チェ やへ— ゲルの 場合と 同じく、 

影響の 程度から いって、 自分に は 能く 解らない から、 

仕方なし にさう いふ 言葉 遣 ひ を 遠慮した。 しかも 其 上 

〔ひ〕 が さ ゐ なら 

に 前述べ た 通り、 彼我 国情の 差違 並びに 批評家の 誇 

張な ど を 念頭に 置いて、 是 から トライ チケを 一 瞥 しゃ 

うとす るので ある。 

千 八 百 三十 四 年 ドレスデンに 生れた 彼 は、 父が 軍籍 

に 在った 関係から 云っても、 母が 士官の 娘であった 因 

_: も〕 

縁から 見ても、 兵士た るべき 運命 を 有って 生れた と 

こと 

同じ 事であった。 小 供の 時、 疱瘡に 罹った のと、 それ 

に 引き続いて 耳の 病気に 冒された ので、 幸か不幸か、 



大 理想 を 構成す る 為に 利用され たので ある。 

彼 は マ キア ヹルを 読んだ。 正 義だ ら う が 道徳 だ ら う 

い つ 〔さしつかえ〕 

が、 国家の 為なら ば、 何時 犠牲に 供しても 差 支ない 

もの だとい ふ 信念 を 抱く やう になった。 専政 だら うが 

圧制 だら うが、 苟 も 国家の 統 一 を 維持し、 又 国家 

の 威力 を 増進す る 以上 は、 いくら 何う 用 ひても 構 はな 

いもの だとい ふ 決 論に 到着した。 さう して 其 意見 を 彼 

【や〕 

の 父に 書いて 遣 つた。 是は 彼が ゲッ チン ゲンで 修業 

して ゐる 頃で、 年歯に すると 一 一十一 ニニの 時の 事で ある _ 

(つ、 y く) 



八 トライ チケ (三) 

東西南北 どちらの 方角 を 眺めても、 彼の 眼に 映ず る 

【ことごと〕 【ドイツ〕 【ロシア〕 

もの は 悉 く 独乙の 敵であった。 彼 は 魯西亜 を 軽 

蔑した。 年来 独乙の 統一 に 反対す る 澳地利 も、 彼の 

まぬ 

憎悪 を 免 かれなかった。 ミルトンと シ ェクス ピャ を 嘆 

〔イギリス〕 

美しながら も、 それらの 詩人 を 有する 英吉利 は、 彼 か 

もの 

ら見 ると 独乙の 発展に 妨害 ある 一 種の 邪魔物に 過ぎな 

ひと す 

かった。 彼 は 到底 一戦 争し なければ 済まない と考 へた。 

さう して 其 戦争から 真に 強固に して 健全な 独乙が 生れ 

< こと 

て 来る とい ふ 事 を 信じて 疑はなかった。 



戦争な ので ある。 

彼の 教授 を 受けた 多くの 学生 は 其 時 従軍した。 彼等 

の 一人が 熱烈な 告別の辞 を 述べた 時、 「どんな 犠牲 を 

〔たち ま〕 

払っても 勝て」 と 云った 彼 は、 忽 ちヒ ー 口— として 

〔もと〕 

青年から 目され る やうに なった。 彼 は 固 より 独乙の 

勝利 を 信じて 疑はなかった ので ある。 さう して 不思議 

の 沈黙に 陥った かと 思 ふと、 彼 は 負けた 仏蘭西に 課す 

べき 条件の 項目 を 其 間に 調べ 出した。 彼 は アルザス、 

口 ー レンの 歴史 を 研究した 末、 此ニ州 は 元々 独乙の も 

ので あつたの だから、 戦勝 後 は 当然 旧主の 手に 帰る ベ 

きもの だとい ふ 説 を 発表した。 (つ y く) 



九 トライ チケ (四) 

独乙 は 勝った。 独乙 帝国 は 成立した。 彼が 十 年の 

間 夢に 迄 見た 希望 は 遂に 達せられた。 

のぼ みち 〔こうむ〕 

「統一 の 星 は 上った。 其 途を妨 ぐる もの は災を 蒙 

れ」 

是が 彼の 言葉であった。 此 光輝 ある 時期に 際会し な 

がら、 猶 且つ 厭世 哲学 を 説く ハルトマンの 如き は 

〔ひっきょう〕 

畢 竟 ずるに 一 種の 精神病 者に 過ぎない と 彼 は 断言 

した。 其 癖 意志の 肯定 は 国家と して 第一 の 義務で ある 



根本 問題に 立ち返って、 質問が 起した くなる。 

「トライ チケの 鼓吹した 軍国主義、 国家主義 は 

〔ひっきょう〕 ため 

畢 竟 独乙 統一の 為で はない か。 其 統一 は 四囲の 圧 

迫 を 防ぐ ためで はない か。 既に 統一が 成立し、 帝国が 

〔おそれ 1 

成立し、 侵略の 虞 なくして 独乙が 優に 存在し 得た 

暁に は 撤回すべき 性質の もので はない か。 もし 永久に 

此 主義で 押し通す とならば、 論理 上此 主義 其 物に 価値 

がなくて はならない。 さう して 其 価値に よって 此 主義 

の 存在が 保証され なければ ならない。 そんな 価値が 果 

して 何処から 出て 来る だら うか」 

個人の 場合で も 唯 喧嘩に 強いの は自墁 にならない。 



〔いたず) ひと あや こと 

徒 らに他 を 傷める 丈で ある。 国と 国と も 同じ 事で、 

〔みだ〕 〔かんか〕 

単に 勝つ 見込が あるから と 云って、 妄りに 干戈 を 

動かされて は 近所が 迷惑す る 丈で ある。 文明 を 破壊す 

る 以外に 何の 効果 もない。 勝った もの は 勝った 後で、 

其 損害 を 償 ふ 以上の 貢献 を、 大きな 文明に 対してし な 

ければ ならない 害で ある。 少なくとも 其心掛 がなくて 

こと 

はならない 害で ある。 自分 は 今の 独乙に それ 丈の 事 を 

ど あや 

仕 終せ る 精神と 実力が あるか 何う か を 危ぶまざる を 得 

ない ので ある。 すると トライ チケの 主張 は 独乙 統一 前 

に は 生存 上 有効で も あり 必要で も あり 合理的で も あ つ 

て、 今の 独乙に は 無効で 不必要で 不合理な もの かも 知 
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